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大会ミッションとコンセプト
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「マラソンで東北と世界をつなぐ」

東北風土マラソン＆フェスティバルは2014年、こんなミッションを持って始められました。
マラソン大会を通して、東北内外から、そして世界中から人を集め、東北の魅力的な「風土」と
美味しい「FOOD」（食、日本酒など）を存分に楽しんでいただきたい。ランナーご本人のみで
なく、ご家族、ご友人など、一人でも多くの方々に実際に東北まで足を運んでいただき、東北を
好きになっていただきたい。そしてそうやって繋がった東北とのご縁を大切に、また東北に戻って
くる機会を提供し続けたい。そんな想いから、私たちは

「ランナーはもちろん、ランナーじゃなくても楽しいお祭りマラソン」

という大会ビジョンを掲げて、東北風土マラソン＆フェスティバルをつくってまいりました。

東日本大震災後の復興支援からはじまった大会の趣旨に立ち返り、2018年大会も震災月である3月の
開催とさせていただきます。震災の記憶を忘れない、同時に元々あった東北の魅力も、新しい東北の
魅力も、なるべく多く届け続ける大会であり続けたい。

ますます企画盛りだくさんで開催します。皆さまのご支援、ご協力、ご参加、
どうぞよろしくお願い申し上げます。
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プロフィール：竹川隆司（たけかわたかし）
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➢ 2005年から走り始め、これまでに世界各国で10以上のフルマラソンに参加、完走。

➢ビジネスの視点で考え、企画やプロジェクト推進を行なった。

1977年6月 神奈川県横須賀市生まれ。

1996年3月 神奈川県立横須賀高校卒業。

2000年4月 国際基督教大学教養各部国際関係学科卒業。

2000年4月 野村證券株式会社入社 府中支店資産管理課配属。

2004年9月 ハーバードビジネススクール入学。

2006年6月 卒業、MBA取得。

2006年7月 Nomura International Plc.（英国）配属。

2008年2月 株式会社フィルモアアドバイザリー執行役員就任。

2011年4月 Asahi Net International, Inc.（米国）創業 CEO就任。

2014年1月 退職して日本帰国。

2014年4月 東北風土マラソン＆フェスティバル2014開催。

2014年8月 一般社団法人IMPACT Foundation Japan エグゼクティブ・ディレクター就任 。

2016年2月 仙台市に「INTILAQ東北イノベーションセンター」オープン。

2016年2月 株式会社zero to oneを「INTILAQ東北イノベーションセンター」内に設立。



私のラン歴
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2005年 Boston Run to Remember（米国：ハーフ）

2006年 Boston Marathon（米国：フル）

2007年 Silverstone Half Marathon（イギリス：ハーフ）

2009年 しまだ大井川マラソン（日本：フル）

2010年 千歳JAL国際マラソン（日本：フル）

2011年 New York City Marathon（米国：フル）

2012年 パラカップ（日本：ハーフ）

Medoc Marathon（フランス：フル）

2013年 Medoc Marathon（フランス：フル）

New York City Marathon（米国：フル）

2014年 Medoc Marathon（フランス：フル）

2015年 Medoc Marathon（フランス：フル）

2016年 東京マラソン（日本：フル）

Medoc Marathon（フランス：フル）

2017年 Medoc Marathon（フランス：フル）

2018年 Hong Kong Streetathon（香港：ハーフ）

Medoc Marathon（フランス：フル）

➢これまで世界5カ国で、13回のフルマラソンに

出走、全て完走。

➢メドックマラソンには7年連続で参加。

➢チャリティランナーとしての参加も2回。



私にとってのマラソン大会の魅力
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① 個人の達成感

✓ ハードルの低さと、「のびしろ」の大きさ

② 仲間との繋がり

✓ 共に練習する仲間、共に完走する「戦友」

✓ 応援してくれる仲間たち（特にチャリティーランナーの場合）

③ 地域とのつながり

✓ 応援、風景、宿泊、食事、仲間、、、最高の思い出



私が感じる「マラソン大会とは」
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マラソン大会とは、ランナーだけのものではなく、

地域経済や社会活動を推進していく大きなエンジンである！
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立ち上げストーリー
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① 「実現したい世界」を定める

② 目指すモデルを定める

③ 仲間を集める



① 「実現したい世界」を定める
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大きなテーマ：

東日本大震災からの復興支援。
ただし、一過性の支援で終えるのではなく、継続する仕組みを作りたい。

実現したい世界：

東北の人と東北の外の人が笑顔で繋がる世界。



② 目指すモデルを定める
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小さな一歩一歩：

メドックマラソンとファブレ実行委員長との出会い



メドックマラソンの地域振興モデル
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③ 仲間を集める
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小さな一歩一歩：

まずは自分の周りから、

そうしたら紹介が紹介につながった。

竹川

阿部

佐藤

一人の夢→みんなの夢へ！



立ち上げまでの軌跡
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立ち上げまでの軌跡
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警察 消防

保健所

登米市観光
物産協会
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東北風土マラソン＆フェスティバルの歩み
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2014年4月 第1回大会にランナー1,300人、来場者15,000 人、その後毎年成長を続け、

2018年3月 第5回大会にはランナー6,800人、来場者53,000人と過去最高を記録。

活動の軌跡

2011年11月

2012年9月

2013年9月

2014年4月

2014年11月

2015年2月

2015年4月

2015年9月

2016年2月

2016年4月

2016年7月

2016年7月

2016年9月

2017年3月

2017年7月

2018年3月

2018年8月

「メドックマラソン日本版を東北で」構想を立案、有志と企画開始。

メドックマラソンに有志で初参戦、完走。メドックマラソン実行委員長より協力確約をとりつける。

メドックマラソンに「東北風土マラソン」ブース初出展。東北の日本酒を世界発信（以降毎年出展）。

「東北風土マラソン＆フェスティバル2014」開催。

一般社団法人東北風土マラソン＆フェスティバル設立。

平成26年観光王国みやぎおもてなし大賞「奨励賞」受賞。

「東北風土マラソン＆フェスティバル2015」開催。

2015年度グッドデザイン賞を受賞（マラソン大会の同賞受賞は世界初）。

平成27年観光王国みやぎおもてなし大賞「大賞」受賞。

「東北風土マラソン＆フェスティバル2016」開催。

第4回スポーツ振興賞「観光庁長官賞」受賞。

復興庁「新しい東北」情報発信事業の事業主として採択。

観光庁、スポーツ庁、文化庁「スポーツ文化ツーリズムアワード」「10選」入選。

「東北風土マラソン＆フェスティバル2017」開催。

第5回スポーツ振興賞「大賞」受賞。

「東北風土マラソン＆フェスティバル2018」開催。

吉野復興大臣より、被災地の復興に大きな貢献ありとして「感謝状」を拝受。
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2014年の大会ランナー登録 1,300人から、2015年3,000人、さらに2018年6,800人へと拡大。

メドックマラソン日本版の魅力を武器に、成長を続けている大会です。

東北風土マラソン＆フェスティバルのこれまでと今

①成長性：成長を続ける東北風土マラソン＆フェスティバル

ランナー

1,300名

来場者総数

15,000人

ランナー

3,000名

来場者総数

37,500人

2014年 2015年 2016年

ランナー

4,300名

来場者総数
27,000人

2017年

53,000人

ランナー

6,800名

来場者総数

45,000人

ランナー

6,000名

来場者総数

2018年



②グローバル性：増加する外国人ランナー
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（日本酒フェスティバルを楽しむランナー）

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

2018大会国籍別エントリー実績（判明分のみ）

年々外国人ランナー数も増加、2018年大会は17カ国・地域より、200名以上の外国人ランナーが参加しました。

「マラソンで東北と世界をつなげる」を今後も進めてまいります。

外国人ランナー数推移

東北風土マラソン＆フェスティバルのこれまでと今
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＜9月＞
➢ Le Marathon du Medoc（フランス）
➢ ワインと地元の食を提供する世界有数のファンラン。
➢ 参加ランナー8,000名、来場者30,000名以上。
➢ 2012年より交流開始。企画協力を受ける。
➢ 相互のブース出展などの交流活動も継続。

＜2月＞
➢ Hong Kong Streetathon（香港）
➢ “transform lives through running”をミッションに開催。
➢ ランナー20,000名以上が集まる、香港のファンラン。
➢ 2017年9月に新たに提携。相互に無料枠の提供など。

②グローバル性：海外大会との連携

さらなるグローバル化に向けて、想いを同じくする海外大会と連携。相互にブース出展を行ったり、相互にランナー

無料枠の提供を行うなど、関係強化と相互連携を深めています。

東北風土マラソン＆フェスティバルのこれまでと今



③ダイバーシティ：老若男女健障問わず笑顔に
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（アシックス・トゥモローラン）

東北風土マラソン＆フェスティバルでは、老若男女健障問わず参加する全ての方々に笑顔を届けることができるよう

ラン種目、メイン会場でのイベントなど、世代や障がいを超えて楽しめる企画を充実させております。

＜2018年大会開催イベント＞

【ラン種目】

 アシックス・トゥモローラン：小学生〜高校生向け1〜3kmラン。

 親子ラン by meiji：小学生以下の子どもと親がペアで参加する500mラン。

 KIDSスマイルラン：障がいのある小学生以上と伴走者ペアの500mラン。

【メイン会場】

 キッズドリームパーク：芝生の上でみんなで楽しめる企画満載の子どもたちの遊び場。

 KIDSスマイルプロジェクト：障がい者の方々がボランティア同伴者と共にメイン会場を満喫。

 ゆるスポーツパーク by NOMURA：老若男女健障問わず楽しめる新スポーツ「ゆるスポーツ」開催。

（KIDSスマイルラン）

＜2018年大会開催種目＞

東北風土マラソン＆フェスティバルのこれまでと今
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④高い効果：東北内外から人を集め経済効果を生み出す独自モデル

2018年大会では、ランナー6,800人。2日間の来場者数53,000人を記録。ランナーの5割弱を宮城県外から、

さらに海外からも集客し、約3億円の経済波及効果を生み出しています。

このマラソンと食をつなげて高い経済効果を生み出すモデルは、2015年度のグッドデザイン賞も受賞するなど、

スポーツを通した地方創生モデルとして注目を集めています。

地域別エントリー実績（2018大会） 経済波及効果試算（2018大会）

合計：約3億円
（単位：千円、2018大会終了後アンケート結果より事務局試算）

約半数が県外から参加

宮城県（ 登⽶

市内除く ）

53%

登⽶市

3%

県外

40%

海外

4%

フル・ ハーフ

国内宿泊・移

動, 95,375 

海外移動, 

30,000 
会場内消費, 

22,646 

会場外消費, 

84,550 

大会関連, 

60,000 

東北風土マラソン＆フェスティバルのこれまでと今
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「メドックマラソン日本版」として、マラソンコース内各所で東北の美味しい食を一口サイズで提供。

2018大会
コースマップ

④高い効果：東北各地の「FOOD」によるおもてなし

東北風土マラソン＆フェスティバルのこれまでと今
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ゴール後はメイン会場の登米フードフェスティバルで、東北各地の「うめえもん」を堪能。

④高い効果：東北各地の「FOOD」によるおもてなし

東北風土マラソン＆フェスティバルのこれまでと今
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「メドックマラソン日本版」として、ゴール後は東北各地の日本酒を提供。

2018大会酒蔵リスト

④高い効果：東北各地の「SAKE」によるおもてなし

東北風土マラソン＆フェスティバルのこれまでと今



⑤ブランド力：復興、復興五輪、スポーツツーリズムなどテーマに各賞受賞
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2015年2月

2015年9月

2016年2月

2016年7月

2016年9月

2017年7月

2018年8月

平成26年観光王国みやぎおもてなし大賞「奨励賞」受賞。

2015年度グッドデザイン賞を受賞（マラソン大会の同賞受賞は世界初）。

平成27年観光王国みやぎおもてなし大賞「大賞」受賞。

第4回スポーツ振興賞「観光庁長官賞」受賞。

観光庁、スポーツ庁、文化庁「スポーツ文化ツーリズムアワード」「10選」入選。

第5回スポーツ振興賞「大賞」受賞。

吉野復興大臣より「感謝状」を拝受。

（吉野復興大臣より直接「感謝状」を頂戴いたしました）

（スポーツ文化ツーリズムアワード認定証と認定ロゴ／
鈴木大地スポーツ庁長官より、直接認定証をいただきました）

＜東北風土マラソン＆フェスティバルの受賞歴＞

日本のスポーツツーリズム、及びスポーツを通した地域振興のモデルとして、各賞を受賞してまいりました

近年は「スポーツ文化ツーリズムアワード」10選入選など、「復興五輪」のテーマでも注目をいただいております。

東北風土マラソン＆フェスティバルのこれまでと今



大会開催要項
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▼主催
東北風土マラソン＆フェスティバル2018実行委員会

▼共催
登米市、南三陸町、一般社団法人登米市観光物産協会、登米市教育委員会、登米市観光推進協議会

▼協賛
株式会社アシックス、野村ホールディングス株式会社、オルビス株式会社、三菱商事株式会社、株式会社 明治、大塚製薬株式会社、
キリン株式会社、株式会社登米村田製作所、株式会社パスポート、日本航空株式会社、株式会社NTTドコモ、読売新聞東京本社、
JXTGエネルギー株式会社、JPモルガン証券株式会社、マルニ食品株式会社、長沼工業団地、株式会社近畿日本ツーリスト東北、
ロート製薬株式会社、株式会社朝日ネット、トラスティーズFAS株式会社、大日本印刷株式会社、株式会社アベ美装、
ブックカフェFestival、永伸商事株式会社、株式会社こばやし、一般社団法人FLAP CHiLDREN、JAみやぎ登米、株式会社行場商店、
川内印刷株式会社、有限会社伊豆沼農産、ダスキンレントオール石巻ステーション、東北電力株式会社栗原登米営業所、
仙北信用組合、熊谷燃料住設株式会社、一級建築士事務所日向建築設計、住友生命保険相互会社、株式会社takibi、
三八五交通株式会社、株式会社仙台協立、株式会社登米コミュニティエフエム、株式会社カネキ吉田商店、宮城石灰工業株式会社、
東和砕石有限会社、株式会社フレッシュ・フーズ、株式会社登米精巧、ヤマト運輸株式会社、INTILAQ東北イノベーションセンター、
むすびファーム、株式会社アイエス総合、有限会社シンエイ、有限会社若鮨、株式会社ハサマ事務機、
株式会社ウジエクリーンサービス、有限会社丸大商店、医療法人社団恭謹会上杉皮膚科医院、田口酒販株式会社、
株式会社渡辺土建、有限会社ハリカ佐沼店、株式会社ヤマサ、株式会社フォトクリエイト、株式会社シーフーズあかま、
株式会社仙台秋保醸造所、株式会社イシケン、ビストロ・ヤマライ、MFクラウド

▼特別協力
迫リコー株式会社、石越醸造株式会社

東北風土マラソン＆フェスティバルのこれまでと今



大会開催要項
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▼協力
フランス・メドックマラソン事務局、香港・RunOurCity、株式会社LIFULL Social Funding、宮城県ボート協会、登米中央商工会、
登米みなみ商工会、みやぎ北上商工会、長沼漁業協同組合、一般社団法人南三陸町観光協会、一般社団法人栗原市観光物産協会、
最上町観光協会、株式会社ももがある、株式会社ヒロサキ、有限会社奥州食品、株式会社斎吉商店、株式会社菓房山清、
ヤマカノ醸造株式会社、株式会社及善、株式会社佐利、気仙沼ほてい株式会社、海藻専門店たまも、有限会社竹屋製菓、
株式会社yuzuki、株式会社しらかわ五葉倶楽部、株式会社気仙沼フェニックス、心ひとつに、萩野酒造株式会社、株式会社男山本店、
株式会社浦霞、合資会社内ヶ崎酒造、株式会社田中酒造店、株式会社田中酒造店大崎蔵、株式会社一ノ蔵、蔵王酒造株式会社、
菊の司酒造株式会社、両磐酒造株式会社、天寿酒造株式会社、秋田清酒株式会社、大七酒造株式会社、名倉山酒造株式会社、
奥の松酒造株式会社、千駒酒造株式会社、楯の川酒造株式会社、有限会社くりこま高原ファーム、NPOいわきオリーブプロジェクト、
リコージャパン株式会社、トヨタ自動車東日本株式会社、トヨテツ東北株式会社、株式会社スタンレー宮城製作所、
迫ホンダ販売株式会社、ヤフー株式会社、イオンスーパーセンター栗原志波姫店、株式会社ラストワンマイル、株式会社HackCamp、
ヴィーナスの湯、ヤフー石巻ベース、足立フレンドリーマラソン事務局、一般社団法人東北ルーツプロジェクト、
上智大学経済学部経済学科川西ゼミ、株式会社スマートドライブ、ＭＳＰＪ天晴！東北・つながろう南三陸、
一般社団法人震災復興支援協会つながり、一般社団法人PSJ、株式会社 FUNKY FILMS、一般社団法人世界ゆるスポーツ協会、
JLミニストリー合同会社、特定非営利活動法人KIDS、一般社団法人スポーツボランティア協会、Guidable株式会社、向日葵設計、
チーム・オーストラリア&ニュージーランド

▼後援
復興庁、宮城県、仙台・宮城観光キャンペーン推進協議会、公益社団法人宮城県観光連盟、公益社団法人宮城県物産振興協会、
宮城県酒造組合、日本酒サービス研究会・酒匠研究会連合会(SSI)／特定非営利活動法人FBO、河北新報社、朝日新聞仙台総局、
毎日新聞仙台支局、NHK仙台放送局、TBC東北放送、仙台放送、ミヤギテレビ、KHB東日本放送、株式会社メディアボックス、
株式会社大崎タイムス社、エフエム仙台、佐沼ロータリークラブ、佐沼ライオンズクラブ、中田ライオンズクラブ、
公益社団法人登米法人会、一般社団法人東北観光推進機構

東北風土マラソン＆フェスティバルのこれまでと今



本日のアジェンダ
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0. 東北風土マラソン＆フェスティバルとは？

1. 自己紹介〜私にとってのマラソン大会の魅力〜

2. 東北風土マラソン＆フェスティバル立ち上げストーリー

3. 東北風土マラソン＆フェスティバルのこれまでと今

4. これから目指す先〜復興支援を超えて〜
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メドック
マラソン

パスタ
ディナー

Walk & 
Lunch

シャトー
巡り

滞在・食事
おみやげ

思い出

リピーター
広告塔

美しい風景
豊かな文化

（
地
域
内
）

（
地
域
外
）

メドックマラソンの地域振興モデル
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東北
Food Night

フードフェスティバル
日本酒フェスティバル

東北風土
ツーリズム

滞在・食事
おみやげ

思い出

リピーター
広告塔

美しい風景
豊かな文化

（
地
域
内
）

（
地
域
外
）

東北風土マラソンの地域振興モデル

①参加者・来場者数②域外比率 ③経済波及効果④ランナー満足度



メドックマラソンの最も重要な成果

36

ランナー 8,000人

来場者 30,000人以上 約4割が外国人

経済波及効果 “20〜30 million Euro”

メドックワインは30年間かけて
グローバルブランドへ

成果



東北風土マラソン＆フェスティバルが目指す地域振興
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① 域外参加者、特に外国人参加者比率の向上

② 地域コンテンツのさらなる強化と満足度の高位安定化

③ 地元での開催体制の強化

交流人口の増加
→関係人口（域外ファン）の増加による地域振興
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小さな「芽」：

東北風土マラソン＆フェスティバルが目指す地域振興



私たちの夢
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東北と世界をつなげる！



本日はありがとうございました！

ttaketakekawa@gmail.com
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